
■令和５年度（2023 年度）経済学部入学者選抜変更点■ 
 
 
＜学校推薦型選抜Ａの試験内容等変更＞ 

 

（１）趣旨 

経済学部学校推薦型選抜Ａは、高等学校普通科以外の学科を対象に試験を面接のみ課している

が、より客観性を高めた入試を実施するため、令和５年度入学者選抜から下記のように変更する。 

 

（２）変更点 

   ①入学者選抜方法…客観的評価基準の追加 

区  分 令和３年度入試 令和５年度入試～ 

試験内容 面接試験 小論文及び面接試験 

選抜基準 

○調査書 

○学校長の推薦書 

○面接試験の成績 

による審査結果を総合して選抜 

○調査書 

○学校長の推薦書 

○志願理由書(※１) 

○その他の出願書類(※２、３) 

○小論文及び面接試験の成績 

による審査結果を総合して選抜 

 

※１ 

 面接試験の参考とするもの 

（単体での採点は行わない） 

※２ 

現行出願時にいずれかの提出を必要

としていた四つの資格 

Ａ-１ 日商簿記２級以上 

Ａ—２ 全商簿記１級 

Ｂ—１ 基本情報技術者以上 

Ｂ-２ 全商情報処理１級 

について、引き続き一つは必要とし、

加えてより上位の級やＡ・Ｂ両系統の

資格を提出することで加点 

※３ 

現行出願時に求めていなかった資格

である 

Ｃ  数学検定準２級以上 

Ｄ  英検準２級以上（又はそれ相当 

の TOEIC、GTEC） 

を提出することで加点 

    

②出願資格…客観的評価基準が追加されることによる受験生の負担軽減のための緩和 

区  分 令和３年度入試 令和５年度入試 

〈調査書〉 

全体の学習 

成績の状況 

４．３以上 ４．０以上 

     

 


